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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第８期
第１四半期
連結累計期間

第９期
第１四半期
累計期間

第８期

会計期間
自 2018年１月１日
至 2018年３月31日

自 2019年１月１日
至 2019年３月31日

自　2018年１月１日
至　2018年12月31日

売上高 (千円) 1,969,887 1,598,885 7,314,019

経常利益又は経常損失(△) (千円) △692,586 54,401 △1,522,072

四半期純利益
又は四半期(当期)純損失(△)

(千円) △694,407 48,418 △1,562,889

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 2,929,863 3,304,854 2,929,863

発行済株式総数 (株) 34,493,500 36,233,600 34,493,500

純資産額 (千円) 2,428,972 2,347,742 1,563,245

総資産額 (千円) 6,093,672 5,094,053 4,876,958

１株当たり四半期純利益金額
又は１株当たり四半期(当期)純損
失金額(△)

(円) △20.65 1.39 △46.48

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 1.37 ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 39.6 46.1 31.8
 

(注) １．当社は、前第１四半期連結累計期間では四半期連結財務諸表を作成しておりましたが、当社の連結子会社で

ありましたAiming Global Service, Inc.が2018年12月に清算手続きを開始したことにより、重要性が乏し

くなったため連結の範囲から除外し、当第１四半期累計期間より、四半期連結財務諸表を作成していないた

め、上記期間のうち第８期第１四半期連結累計期間は連結経営指標等を、第８期及び第９期第１四半期累計

期間は提出会社の個別経営指標等を記載しております。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．第８期及び第８期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期(当期)純損失であるため、記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、当第１四半期累計期間において、営業利益59,631千円を計上いたしました。しかしながら、前事業年度ま

で継続して営業損失、経常損失、当期純損失、マイナスの営業キャッシュ・フローを計上しており、業績回復の状況

を慎重に見極める必要があるため、当第１四半期累計期間においても継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象

又は状況が存在しているものと認識しております。

それに対し、当社は当該状況を解消すべく、2019年２月１日付で第三者割当による新株式発行により749,983千円の

資金調達を実行しており、財務基盤の安定化を図りました。その上で、今後も引き続き、①主力タイトルの売上の維

持・拡大、②開発中および運営中タイトルの選択と集中によるコストの適正化、③資金調達や資金繰りの安定化、④

経費の削減に努めてまいります。これらの改善策を適切に推進していくことから、継続企業の前提に重要な不確実性

は認められないと判断しております。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産の一部に弱さがみられるものの、雇用・所得環境の改

善が続き、緩やかな回復基調で推移しました。

このような状況の中、国内のスマートフォン向けオンラインゲーム市場は、成長率は鈍化しているものの、緩や

かな拡大が続きました。一方で、国内市場には、日本発のゲームだけでなく、海外発の品質の高いゲームも多数進

出してきており、競争の激化は続いております。また、スマートフォンのスペックや通信技術の向上により、お客

様の求めるゲーム品質も上がっており、ゲームの開発期間は長期化し、開発費用も高騰しております。

 
当社におきましては、オンラインゲーム事業のさらなる成長及びシェアの拡大を目指し、サービス中タイトルの

拡充と開発中タイトルの準備を進めてまいりました。

サービス中タイトルにつきましては、『剣と魔法のログレス　いにしえの女神』において、他社IPとのコラボ

レーションを行ったことで、アクティブユーザー数の拡大と課金ユーザー数の増加に取り組みました。また、

『CARAVAN STORIES』において、新レアリティ等のコンテンツ追加や日本全国の温泉地とコラボレーションを実施す

ることで、アクティブユーザー数の拡大に取り組みました。また、2019年３月11日に、当社が開発・運営を担当

し、株式会社バンダイナムコオンラインがサービス提供していた『戦国大河』のサービスを当社に移管いたしまし

た。 

開発中タイトルにつきましては、2019年１月９日に、Shanghai Giant Network Technology Co., Ltd. とスマー

トフォンゲーム『Project：R』の共同開発契約締結を、同１月16日に、ディライトワークス株式会社と新作スマー

トフォンゲームの共同開発を目的とした資本業務提携を発表し、開発タイトル数の拡充に取り組みました。 

費用面におきましては、共同開発タイトルに伴う人件費や業務委託費の減少がありました。また、広告宣伝費を

はじめとした販売管理費等の抑制にも努めました。

 
以上の結果、当第１四半期累計期間における売上高は1,598百万円、営業利益は59百万円、経常利益は54百万円と

なり、四半期純利益は48百万円となりました。

 

(2) 財政状態の分析

資産につきましては、前事業年度末に比べ217百万円増加し、5,094百万円となりました。これは主として、売掛

金の減少251百万円があったものの、現金及び預金の増加345百万円によるものであります。

負債につきましては、前事業年度末に比べ567百万円減少し、2,746百万円となりました。これは主として、未払

金の減少247百万円及び長期借入金の減少263百万円によるものであります。

純資産につきましては、前事業年度末に比べ784百万円増加し、2,347百万円となりました。これは主として、資
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本金の増加374百万円及び資本準備金の増加374百万円によるものであります。

 
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(4) 研究開発活動

当第１四半期累計期間における研究開発活動の金額は、146,432千円であります。なお、当第１四半期累計期間に

おける研究開発活動の状況の重要な変更はありません。

 

(5) 資本の財源及び資金の流動性に係る情報

当社の資金需要のうち主なものは、新規タイトルの開発や運営にかかる人件費や外注費、サービス提供・拡充の

ための広告宣伝費であります。

当社は、事業運営上、必要な資金の流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針としており、これら

の資金需要に対して、営業活動によるキャッシュ・フローや自己資金を充当することを基本とし、状況に応じて、

金融機関からの借入れや各種資本政策等による資金調達で対応することとしております。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(2019年５月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,233,600 36,233,600
東京証券取引所
マザーズ

単元株式数は100株で
あります。

計 36,233,600 36,233,600 ― ―
 

(注) 提出日現在発行数には、2019年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年２月１日
（注）

1,740,100 36,233,600 　374,991 3,304,854 374,991 3,294,854
 

（注）有償第三者割当
　　　割当先　ディライトワークス株式会社
　　     発行価格　　　431円

　　     資本組入額　215.5円
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2019年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 ― ―

851,500

完全議決権株式(その他)
普通株式  

353,793

株主としての権利内容に何ら限定のな
い当社における標準となる株式であり
ます。また単元株式数は100株であり
ます。

35,379,300

単元未満株式
普通株式

2,800
― ―

発行済株式総数 36,233,600 ― ―

総株主の議決権 ― 353,793 ―
 

 

② 【自己株式等】

2019年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
割合(％)

(自己保有株式)
 
株式会社Aiming

 
東京都渋谷区代々木二
丁目１番１号

 
851,500

 
―

 
851,500

 
2.35

計 ― 851,500 ― 851,500 2.35
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第63号)

に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期累計期間(2018年１月１日から2018年３月31日まで)については、四半期財務諸表を作成してい

ないため、前年同四半期累計期間に係る比較情報は記載しておりません。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2019年１月１日から2019年３月

31日まで)及び第１四半期累計期間(2019年１月１日から2019年３月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 
３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第64号)第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2018年12月31日)
当第１四半期会計期間
(2019年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,907,820 3,253,527

  売掛金 893,751 642,033

  仕掛品 187,150 174,471

  コンテンツ ― 27,500

  貯蔵品 279 320

  その他 391,849 522,310

  貸倒引当金 ― △805

  流動資産合計 4,380,851 4,619,357

 固定資産   

  有形固定資産 56,687 54,042

  無形固定資産 36,542 32,999

  投資その他の資産 402,876 387,653

  固定資産合計 496,107 474,695

 資産合計 4,876,958 5,094,053

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 122,304 145,356

  1年内返済予定の長期借入金 638,520 499,920

  未払法人税等 18,968 31,045

  未払消費税等 115,893 79,017

  賞与引当金 ― 22,550

  その他 838,073 515,395

  流動負債合計 1,733,758 1,293,286

 固定負債   

  長期借入金 1,575,180 1,450,200

  長期未払金 4,773 2,824

  固定負債合計 1,579,953 1,453,024

 負債合計 3,313,712 2,746,310
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2018年12月31日)
当第１四半期会計期間
(2019年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,929,863 3,304,854

  資本剰余金 2,919,863 3,294,854

  利益剰余金 △3,896,719 △3,858,210

  自己株式 △404,160 △393,755

  株主資本合計 1,548,845 2,347,742

 新株予約権 14,400 ―

 純資産合計 1,563,245 2,347,742

負債純資産合計 4,876,958 5,094,053
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

          (単位：千円)

          当第１四半期累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年３月31日)

売上高 1,598,885

売上原価 525,266

売上総利益 1,073,618

販売費及び一般管理費 1,013,987

営業利益 59,631

営業外収益  

 受取利息 68

 受取手数料 279

 補助金収入 3,713

 その他 106

 営業外収益合計 4,167

営業外費用  

 支払利息 3,499

 為替差損 2,130

 株式交付費 3,525

 その他 242

 営業外費用合計 9,397

経常利益 54,401

特別利益  

 新株予約権戻入益 14,400

 特別利益合計 14,400

税引前四半期純利益 68,801

法人税、住民税及び事業税 20,383

法人税等調整額 ―

法人税等合計 20,383

四半期純利益 48,418
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

　該当事項はありません。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
当第１四半期累計期間
(自 2019年１月１日
至 2019年３月31日)

 

減価償却費 7,453千円 　  
 

 

(株主資本等関係)

当第１四半期累計期間(自　2019年１月１日　至　2019年３月31日)

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２　基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後とな

るもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

 

　当社は、2019年２月１日付で、ディライトワークス株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。

　この結果、当第１四半期累計期間において資本金及び資本準備金がそれぞれ374,991千円増加し、当第１四半期会

計期間末において資本金が3,304,854千円、資本剰余金が3,294,854千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、オンラインゲーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。 なお、前第１四半期累計期間については、連結財務諸表における注記事項として記

載したため、記載しておりません。

項目
当第１四半期累計期間
(自　2019年１月１日
至　2019年３月31日)

 

(1)１株当たり四半期純利益金額 1円39銭  

　 (算定上の基礎)   

　 四半期純利益金額(千円) 48,418  

  普通株主に帰属しない金額(千円) ―  

  普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 48,418  

  普通株式の期中平均株式数(株) 34,775,954  

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 1円37銭  

 　(算定上の基礎)   

　 四半期純利益調整額(千円) ―  

　 普通株式増加数（株） 528,536  

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

―
 
 
 

 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2019年５月14日

株式会社Aiming

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 轟　　　芳　英 印

 
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　出　健　治 印

 
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Aiming

の2019年１月１日から2019年12月31日までの第９期事業年度の第１四半期会計期間（2019年１月１日から2019年３月31

日まで）及び第１四半期累計期間（2019年１月１日から2019年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Aimingの2019年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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